
【事務事業調書】 施策名：4-1-4：農村地域の再生と活力ある農村の創造

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

細　節 金　額

委託料 31,400,000委託料 31,104,000

細　節 金　額

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

００１－０６－０１－０３－００５－０１－０2－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額 特　記　事　項細　節

29,730,964
光熱費の物価変動に伴う経費の増減への対応とし
て、電気料1,669,036円の戻入委託料

事務事業名 元気あっぷむら指定管理委託事業費

実
績

担当部課 建設産業部　産業課
担　当 農業担当

サブリーダー 熊田 彰夫

どのような成果が現れます（現れました）か？

民間の手法を取り入れることで、施設を活かす施策の取組みと管理コストの削減ができます。

景気低迷の中、売上げ・入浴利用者も前年度比4.2％減少となりましたが、営業損益は5,385千円
（前年度は4,746千円）の黒字経営となりました。
また、他団体との交流や連携を推進されたことにより、元気あっぷむらの新たな魅力を創出し、今後
さらなる展開を期待できます。

指　標 目　標　値 達　成　値

計
画

元気あっぷむらを魅力ある施設とすることと、施設の管理コストを可能な範囲で削減していくことを
目的として、指定した民間業者に施設の管理を委託します。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

県内の同様の温泉施設においては、いづれの施設も入浴者数の減少が続いているため、元気
あっぷむらにおいては、集客を目的に陸前高田市との交流による海産物の提供や地元地域・エ
コハウス・町等とのイベントの開催や町のマスコットキャラクターの着ぐるみを作成するなど、新たな
魅力づくりに取り組まれました。

年間入浴者数（単位：人）

300,000人 276,147人

特　記　事　項

平成19年度入浴者数：296,160人
平成20年度入浴者数：288,179人

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

流用額

決　算

財
　
源

予
　
算

受益者負担金

その他の特定財源

計

差引（一般財源）

県支出金

31,400,000

補正予算額 0

当初予算額

計　画 実　績 特　記　事　項

29,730,964

31,400,000

0

31,104,000 29,730,964

0

0

地方債

予算現額

決算額

国庫支出金

29,730,964

戻入（電気料1,669,036円）

31,104,000 31,400,000




